
 

刑事法研究会  
日  時： ７月１1 日（土）１４時～

場  所： W２０３室（ハイブリッド開催） 

 【研究報告】 

     「ドイツにおける子宮移植の 

正当化根拠について」 

報告者:富山 侑美氏（沖縄大学准教授）
 

【判例研究】 

「保釈の判断の可否と前審裁判の関与 

について －最決令７年５月２１日刑集 

７９巻４号１４９頁を素材として－」 

報告者：上田 信太郎氏（北大教授） 

 



民事法研究会  
日 時： 7 月 24 日（金）14～17 時 

場 所： W409 室（ハイフレックス開催）

     大学院生については対面参加のみ可とします      

 

講 師： マリー＝エレーヌ・モンセリエ＝ボン

（Marie=Hélène Monsèrié=Bon）氏 

（パリ・パンテオン・アサス大学教授、日本学術 

振興会外国人招へい研究者（長期）〔京都大学〕）

演 題： 「フランス法における所有権留保」 

使用言語： フランス語（翻訳配布・質疑通訳あり） 

 

   出席ご希望の方は、教育研究支援センター民事法部門宛、前日迄にご連絡ください    

【連絡先】        minjiho<at>juris.hokudai.ac.jp  （<at> を ＠ に変えてください      ） 
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